
 

 

 

 

 

経済学部では、より高いレベルの英語科目の受講を奨励するため、英語検定試験で一定の水準以上の成績を 

修めた場合、所定の手続きを行うことにより、2 類の英語の修得単位に読み替えることができます。 

 

≪認定する検定試験の種類と単位数≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪申請受付日程≫ 

※教務センター（経済学部）の窓口にて申請受付を行います。 

※受付期間外の申請はできませんのでご注意ください。 

 

日程：2025 年 9 月 12 日（金）・16 日（火）・17 日（水）・18 日（木） 

場所：良心館１階 教務センター（経済学部）窓口 

時間：（午前）10：00 ～ 11：30 （午後）12：30 ～ 17：00【時間厳守】 

 

≪持ち物≫  

※忘れた場合は受付できかねますので必ず持参して下さい。 

 

・筆記用具 

・学生証 

・9 月 12 日（金）通知の成績通知書（DUET からダウンロードし、印刷すること） 

・英語科目単位認定願（経済学部 HP からダウンロードし、必要事項を記入の上持参すること） 

・利用する検定試験のスコア・合格証のコピー（原本は受付不可） 

※2024 年 4 月 1 日以降のスコアのみ申請可能です。 

 

 

 

試験の種類 スコア 認定単位数 

TOEICⓇ※1 

（Listening & Reading Test） 

730 以上 850 未満 （最大）4 

850 以上 （最大）8 

TOEFL-iBTⓇ ※2 

Test Date スコア：可 

My BestTM スコア：不可 

72 以上 100 未満 （最大）4 

100 以上 （最大）8 

IELTS（アカデミック・モジュール） 

（IELTS Online 含む）※3 

6.0 以上 7.0 未満 （最大）4 

7.0 以上 （最大）8 

実用英語技能検定（英検）※4 

（英検 S-CBT・英検 S-Interview 含む） 

準１級 （最大）4 

1 級 （最大）8 

国際連合公用語英語検定試験 

Ａ級 （最大）4 

特 A 級 （最大）8 

2025 年度 秋学期 
経済学部 英語科目単位認定申請方法 

2016～2021 年度生対象 

※1 TOEIC Ⓡ Listening & Reading IP テストは対象外とする。 

 

※2  TOEFL-iBTⓇ Home Edition（自宅受験）・ 

TOEFL-iBTⓇ Special Home Edition（自宅受験）も、 

通常の TOEFL-iBT と同様、スコア有効期限を２年として 

検定試験の対象に含める。TOEFL-iTPⓇテスト・ 

TOEFLⓇ EssentialsTMテストは対象としない。 

 

※3  IELTS コンピュータ版（旧：CD IELTS）・ 

IELTS for UKVI は対象とする。 

 

※4  合格証明書のコピーが必要となる。 

（スコアカードは不可） 

 

 

 



 

 

 

［注意事項］ 

・事務室から申請手続完了の個別連絡は行いません。認定が反映されるまで約１ヶ月要することがありま

す。ご自身で DUET から申請科目の認定が反映されていることを確認してください。 

※秋学期末の成績通知書にも認定が反映されていない場合は、経済学部事務室宛にお問合せください。 

 

・単位認定された単位は、２類英語科目の修得単位に読み替えることができます。 

 

・認定を受けようとする年度またはその前年度（2025 年度または 2024 年度）に取得したスコア以外

は、認定対象として認められません。 

 

・単位認定された単位は「プラクティカル・イングリッシュ 01～プラクティカル・イングリッシュ 08

（各 1 単位）」という科目名で成績通知書や成績証明書に表記され、成績欄には「認定」と表示されま

す。GPA には算入されません。 

 

・単位認定は最大 8 単位までで、2 類英語科目のうち、既に単位を修得した科目は単位認定できません。 

 （F 評価や履修中止した科目は認定対象科目となります） 

 

・認定（表記）科目に対応する科目で、現在登録中の科目は、事務室が当該科目の登録を 9 月 18 日（木）

中に削除します。削除された分の登録単位数につき、他科目の登録を希望する場合は、9 月 19 日（金）

以降、各科目の登録期間内に DUET から登録を行ってください。 

 

・2025 年度秋学期に休学を予定している方は、今回、単位認定を申請することができません。 

 

・いかなる理由においても、申請期限を過ぎた場合は一切受付けません。 


